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本中の新食菌カンタケについて

Rokuya blAZEIζr et Seiichi TOIと 1: A winter loving mu~hroom， 

Pleurotus sjうodoleucus (FH.) Qc:ﾉL. 
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会津地方のカンタケについて

隔島県南会沖地方i乙カンタケ(装茸)と呼ばれる，プナの木に生える定川ÏÌ;ìがある。その名

が示すよう i亡冬のJtFである。名産ナメコほど豊常に/1\るものではなく，特殊な人を除いては土

地の人もその名を会J1らないが， _U完冬の食用菌として注日に他し，また東北のプナ山 i亡，凶作:雪

の降る頃から発生しはじめるという，稀に見る生恕l亡は興味。i浜いものがある。

著者の一人今聞は l昭和 1 17 年 11 月D初旬に会ì'lt: rTI ，1みから若松えの汽車の r[1 で， 1 和の珍ら

しい茸を持っている人を見かけた。その人はプナ山に立から秋にかけてノj、民-t1[.けをし p 会津名

産の椀木をつくっている人であったが，主主が降りはじめたので、小犀をたたんで下りて来たとと

ろであった。その茸は家路えの土産l乙と採って来たのである。カンタケの名はその時始めて知

った。茸はまだ若いものであった。色は青nÆ: を必びた以色で，形は恰もシメジを，Eわせ，いか

にも気品に富んだ，うまそうな非であった。あまり数もないので譲って貰うととも遠慮しp 疑

問を残したまま帰ったが，そり後主rr;R.-~方面lC~より下から生えるヒラタケがあるとの訴を [1りき，

会津のカンタケとそ，その 11:休で、はないか，そしてヒラタケとカンタケとの比較， 1!.~冬の茸栽

培などの問題に強い関心をいだいていた。

たまたま国有林関係各方1Mの仰好意によりカンタケについてD資料を集め，とのìiJF究に岩手

ずるととが出来るようになったが，特i乙坂 F営林者の)(桶WiÏtL，:，喜多方営林署奥川.J:li当区の

諸氏の他，青森営林川大1.111営林署の各位，青森~場の村:11二三良lí ， ìrjl[←潔等の諸i立の格別な1l'11[窃)J

に対しては深甚な謝立を去するものである。

E カンタケと包ラタケの栽塔試験

カンタケは前に記したように p 悲し、非は一見シメジ色目、わせる。しかし 1948 年に入手した

会津奥川村産θ系統を土庁委し -CJ，U，こととろ p 鋸屑培養から発生し始めた非は正しく 10 年前iこ

会iltの卒中で見たもむと H じで、あったが，そむ後の観察によると茸が生長するに連;/L -C oj(箔l乙

ヒラグケに似て来て，成熟する凶にはFffんど区別がつかない様になってしまった。両者の区日iJ

は乾燥又は液浸の桜木ではq..\;!C [1，1郊である。



- 70 ー 林業試験場研究報告第 53 号

との様なととから官 x.がJI，({;JJ ~乙強< I'IH交づけられた両有ーをj川聞とする花えに到揺を来たし，

或はカンタケはヒラタケの冬型に過ぎない P いわば一つの生態主'!とみなすべきではないかとの

M川を~!づ三るに去った。味iこヒラタケの様な1i'L分前j，f:'Eでは，恐らく地境に対するjJtf応""1:は桜め

て強 C !IT冬の発生もまた可能で、はないか。とれらのYklliJを併〈為に p ヒラタケ又はカンタケ

と予組される土庁長系を o :frG:iまど集めて， 1t椛栽l};\試験を行い， )1ヨILE及び~Jミj'，阜の設を|りj らかに

すると IríJ fI与に ， -)jノkJHV::L\::':fj;をわやらはして，ヒラタケと，jI~に胞子の組n及び交配正式験を

Hってもらった。

nF X-等が集めた土庁主系はvえの iill りである。

抗 1}乙 実験iこ)l J I.、たカンタケとヒラタケのま}5.~

防 l 保 集 地 |右主 主 |採集年月日|収集宥州制) I 

101 東京開業向蹴内!ブ ナい937-X-20 1 土配li'1 ー叫) I 

川 同 上 lvテソボタ 1 1列9-\い!土岐 111'1 ー(土岐) I 
22 1 北海道 fit 広 l ドロノキ 1 1948-¥1IT-26 1 T号沿治維(青山) : 

30 I 7~(士山約進口 2 合日|プ ナ， 1950-V[-6 I 士 I[皮|町一(土I!皮) I 

(I!íf毎

ヒラ " 'r 

ヒラタケ

ヒラタケ

ヒラタケ

201 福山y 泉南会津|プ ナ I 1949-11[-20 !犬橋ijJ造(土岐) カンタケ

17 1 紹山県州問i\奥川村|ブ ナ 1 1叩 1 喜多方位林利(土岐) カンタケ

24 1 青森県下北郡|ィタヤカエデー 11抑 Xil-20' 大畑営林署 (土岐) 1 下北地方でドンプロとI F-J )Jyt¥ /1"- I ..-ILJ ;Pj) I ,/- , /.,1 ~ / I '".L..- il.L.1 -'-'-' ./'\，. I，l-LI r~_J 'I'ï~' Ë.I \-.L..t'J...-'I;,., J I 云われる茸。

91 東京都府中町|イヌシヂ 1 1948-¥1-25 1 中村克哉 (m7]\.) lì ヒラタケとして分離し
, ，)たが，突はカンタケで

39 I 東京日琳業試験場内|エゴ ノキ l 1950-uー 10 ，土岐川一 白炭)いあることが判った。

とれらの 9 系統をfrI1ーの条'['1:で'j:Jr';.}j'}.I: i'i-誌を行って， 1 七ni交~~J:i};試験をl試みた品;'Uf~ ，カンタケと

ヒラタケとの川には形態的にもうど主ij主りある区別があるととが，i.芯められ， 5 系統のカンタケと

4 系統のヒラタケとを比日lすととができた。しかしl決験n:J~tìの初めにいだいた予訟に反して，

..:}(に記す様にカンタケは東北地方の山のブナ借だけでなく，東京にも分布するととを lりj らかに

し叫た。

日[Jちカンタケの 5 系統は，

NO.20. カンタケなるものを ):11った会出の山から坂下営林吉の大橋勇也氏の好意によって

1949 年の冬に採集してもらうた，本場のカンタケそのものから分制:した。東京で、培養基上に

発生した茸は疑もなく典型的なカンタケである。

NO.17. 同じく会津産ではるるが，飯豊山市麓に近い腕耶郡奥川村で， 1948 年の 1 月 fr.，

杭雪下のブナ山で特に採集してもらった資料から分滞在した。とれも典型的なカンタケ子実体を

発生した。

No.24. 青森県下北斗主白でドンゴロと云われる草で、ある。青森支場の村井三郎氏p 神潔民

などの話からヒントを得て，同氏等及び、大知卜営林署長の御灯-立によって， 1949 年 12 月末に採
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1_fS，5ß:付をうけた資料からう子山flーした。仁I然状態で、はイタヤカヱデi乙生じたものであるが，東京

で、の培養試験の幸町民，会iltのカンタケと金< [;'1 じでまうることを確かめた。

No. 9. *}:~U'ilí， In 'l 'l lI fの産でイヌシデl乙生じたもの。 1948 /'1 三 n }1のぷ， rl'村克哉氏が

採集， JI~;i定依頼の為に持って来られた。持参された資料は幼了・実体で，色と )1ラとから凡てヒラ

タケとするには計干のカtr: uがあったが，当11年はカンタケの研究fC ;ri'í-f--j る前のととであり，ヒ

ラタケの一月五に過ぎぬものと一応ヒラタケと [，，)jL してゐ L ・ 7ニ。しかし取りあえ何JRノ1\l\;を .triわ

して分問1))'(安を取ってたいたが， 判i[! カンタケと比院すべきヒラタケの一系統として栽士号の

対決p 予知lに反してカンタケであるととを知ったので、ある。

NO.39. とれも東京産で，林業式験lJ，}!刊のエゴノキ iこ発生したものである。色合に若干の

疑!日iがあったが一応ヒラタケとして比較材料に川いた。とれまた今回発生の子実体によってカ

ンタケであるととを知った。

以|二のようにカンタケは東北地方の山地だけに産するものでなく，東京にも日0/.;生があると

とをう"1った。しかも主産地で、院政から初冬にかけて発生するのと同様に，東京産の No.9. と

39. の 2 系統とも n )Jの'1'下1，)に発生していたものであったととは，本場産ものと生f車内'~q!J

刊:でも一致した l:i~である。

目 カンタケの生態と形態(りにヒラタケとの比較)

発生の季白白11に: 長斜俳釧1干討if机}[j

利如J'水木IにとJ接芸祖した少数のi式式験でで、は 1-2 )汀:J fに乙 1竿Fを形成した4 束J北ヒの山でで‘の天z然~~討4状l犬:!態醤てで、は l晩犯 F秋火 F ナ

メコが絡ってから 11'，はじめる。少しlJ'-r! I乙/1[，たものは民与になるまでかなり発打するが，;Jþl'

は発育をとどめ，翌春当どけを作って Pfび坐jふ成熟する。これに対しヒラタケC).;@WJJは 6~

10 IJ である。しかし束!七地方で 5 )J ~J'L 小くもヒラタケ(方iIワカヱ)が-l!jJ劫 i亡 ILI るが p こ

れには Pleurotus lignatilis も 1ftって L 、るらしく，またカンタケの必くて (1犯生)もあるら

しい。たとえばワカヱをクロワカヱとシロワカヱと区別する地方(/:下川県呉利H~でj、 11 る)があ

るととは，一つはカンタケの春111のもの，他は民のヒラタケであって，問手手又は初:互には両:fY

が共に発生するととを担保させる。

穿の形態: 茸は II~はじめの頃にはシメジに似て 10-20 1[，'，1位づっ族生し，茎の基部は互に結

合する(ヒラタケも族生型であるが，結合の度は弱<. 1fZi!々きり離し易い)。茎の頂部iH亡は-'j~球

;11手の幼い傘をつけるが，との頃の傘はほとんど藍迅色を呈するのであるが，傘が生長するにつ

れて青味をゐびアこ収色 (Purple drab, Vinaceous gray) となる。との時期には茎はまだ~I' ，ら

に近く trf く。火tf~1こ傘!ま一方的に発育し，故後には苦しく 11奇心的になり，類円形，箆形など歪

んだ円形となる。茎は極端な f局在生にはなるが，完全な側約にはならない(ヒラタケの茎は

極端な侃在生叉は完全な側生である〕。傘の色はやがて青色を失い ， i~い友柄色乃五五l色とな
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1) ，ヒラタケの色に近づく。

禍は始め傘と同じく次官色をゐびるが，次第に色はあせ，成熟n寺には殆んど 1 '1 くなる。しか

しヒラタケと並べて比較すると， ヒラグケでは多少クリーム色をたびた íJ色であるのに対し

て，微かに友色を会び、た，くすんだ白色を呈する(ややシメジの捌の色に似る〕。

茎はよく発達して長く，一般に斜め上に11jlびる。又ヒラタケの様な粗毛を:t-び、るとと J土な

v、。

胞子紋は堆積が少なければ白色，多ければヒラタケと PiJ じく淡いピンク色を呈する。

Basidia はt三:fl~W)I} ， 24~30x4.5~5.5μ( ヒラタケでは 28.5~35x4.5~5.5μ) 。

胞子は一端が尖った円柱状で 6.3~8.8x2.4~4.2μ( ヒラグケは 7.7~9.9x3.3~4.2μ) 。

欄の縁には特殊な71五をした marginal cell (相u私事/l IB8.， Cystidia のようにi';:U仏大形な異形

細胞ではなく， Basidia 心小柄の代りに 11間隔に 2 1J.'tiのもilH11予の小突起を有する異:JI~*III!1包)が

るる。しかしこれはヒラタケにも存在する。

胞子の極性骨: 永井行犬L，:等の研究により p ヒラタケは 4極性，カンタケは 2 極性であれ

かつ両者間には交雑が行われない。

W カンタケとじラタケとは別手重てやあ~

以上注べたように，カンタケとヒラタケとの JFbl!lU:の~f/主確実に認められるがp その区別は

茸の発生初期には顕著であるが，成熟したものでは組めて不明瞭になる性質のものでるる。生

の材料では僅かながら傘の色合，茎の発注限度，祁1j(7_)色iiJ，'âの{肘少な差などから六感的に区別が

可能かと思われる程度であるが，乾燥又は液誌の椋木では対んど全く区別が|制ïfuで重うる。との

様な形態の差で p 両者を腕として区別することが11'，来るか否かについては， -)(きな疑/lUを持っ

たがp 両者間の生態ÍI句な主主と p 胞子む極性の也-いによれ別組とするべきであるとの結論に詑

した。

最近 R. SIKGEH は Boletiineae の分類iて，子実体が合有する化学成分とか生態白悦?長をと

りあげ，且その;吊:要性を強WM している。しかし化学的なまた生態的な特性それ白休を分知基準

とするととは必歩しも安当でないし，少くとも現代のiliîlJ1分知学の進歩の段階が p とれを確認

するまでには至っていないが，とれらが形態的な差を裏付け，又とれを強調するべき重要な特

性要素となるであろうととは谷店するととが出来ない。カングケとヒラタケとは少くとも形態

的に僅かながらり差があれしかもとれを裏づけ，極的象徴と凡なすに足る生態的 p 細胞学的

な差が必められる以上，両ィ~.は加として区別されるべきである。

栄木研究は永井氏により別に発表される。
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V カンタケの学名について

01: 1乙矢JI られた Pleurotus のI[ tからカングケに近い{i[ を求めると，欧州産G'_) P. spodoleucus 

(Fu.) Q\ 止L・がるる。しかし /"jj'fjについてはご任者らがカングケについて在日祭した特保な生態

的，出111胞学的な i記録はなく，また1刀法的観察も元-分でない。 KOXRA Jl et MACllLAXC によると

P. sρodoleucus はヒラタケ (P. ostreatus) に比べて，問が anastomose しない p 茎は顕著

に発jどし，その夫h"Îにはヒラタケの様な1JlT:がなく，胞子紋!まわ~(lである点で、異るという。ま

た BI('J<;~A])OLA は P. sρodoleucus につき，単に l リJHまな茎があることを強訓している。とれら

の在日記きのうち，胞子会支の色を i;~';~ 、ては，仰h も比較的な15でるって，交:ヂの，[-，からは区別の机

を引きにくし、ものである。

しかるに胞子拭の色についても疑J，'日がある。 P. ostreatus の胞子は|孜洲の文献では|りj らか

に pale lilac と i込しであるものが少くないが，北米の}白書(例えば A'l'KJNSO è\， Kn.IEGEH , 

TllOMAS など)でほ (I(~としてある。そして北米で、はこの性質によって P. ostreatus ~ P. 

saρidus'" (胞子市立は pale Iilac) から区別している。との ;.';i， KOXI:.AJJ et MAUllu\l\C が P.

ostreatus と P. sρodoleucus とを区)J Ijした1J~拠とは， :.1:: (注の関係になっている。 P.

ostreatus の1Ji'l子が I'I~ 、か ， i先制:色であるか，ひいては欧・米の P. ostreatus の正休などに

ついて，次々に疑J，''rJが起ってくるが， n 本のヒラタヶ ε も観'祭されるように ， P. οstreatus の

胞子は pale Iilac, pale pink とするのがk当であろう。

カンタケの胞子紋は'，tな;ιの泊り淡いピンク色をむびるが，胞子の干:ü り方の!早いii!j.し、によっ

て，色がついたり p つかなかったりする。 またニたのごJj.実は充分に昨かめていないが， 12~3 JJ 

の21L 、季節に/1\来たカンタケでは胞子紋がI斗色， 6)J i::l' Îのものでは景色するという p 胞子の着

色と叩!支との1i\Jに関係がある J憶にも汚えられる。

以J'.の如く人r1に fP:rf矢する P. ostreatus でさえも胞子紋の色につき正確た観察が乏しいが

P. ostreatus とその近縁間のIJι[.がff7色する傾向がるるととは p 近代の1:/;j学者刊では認めら

れているのである。これらの而拠から ， P. sρodoleucus の胞子~:t もまた，必歩、しも純白で、な

いと， :iikて判断するのである。

ーたにカンタケとヒラタケとの11:Jの大きな区別点は幼子実休の色である。 P. sρodoleucus の

記i陵中には筆者ーらが観察した~:T色についての記述は認められないが，との点l土子実体の成長の

経過を迫って観察するのでなければ，明らかにし難い 4年長である。 少くとも KOXHAlJ et 

持 P. saρidus は欧州では P. cornucoρiae ( 日本のタモギタケ)の異名とされ，まずこう!ミの P.

saPidus の図または写真左見ると， 日本のタモギタケとは形態的にかなり著しい違いがあるので，米

の P. sapidus に説ては再検の必要があると思われる。

持発 SrXGElt, R.: Das System der Agaricales, Ann. Myc. 34 (1936): 351. に Pleurotus 

sens. str.: Sporen w巴iss (mit Tendenz zur R�ung?) と記してある。
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MAUllLANC, BH ，"円ADOLA などが図示する杭!立にまで発I''fした子実体で、は p その4庁長ば犬われて

いる。ヒラタケの記;1去を見ると， fJ~の色は，j'>vjめて変化が多く，次色y i:t色 ， ;iWm次色p 帯緑次

色などと記されているが，日本のヒラタケは今ヲ|二氏のf~L~5k!tにもある様にÍ:lt'し淡以茶(るく色

又はみき色)である。 KONJ!AlJ lí:;等は P. sρodoleucus を bistre ， cendre とし，又 BH.E8.A~

])OLA は fU8CUS ， umbrino.fuscus とし，一方 P. ostreatus については BEESAllOLA は

murino・alutaceus としているが，カンタケとヒラタケのやの色の}Yf と大休似ている。

一方 Dr. BW，I，EH は“ Researches on Fungi " 111 に P. ostreatus について弐のような

興味あるおj祭を述べている。 μ11ち“英国には子実休の発生初期!の数日 1m ，美しい 117色~呈する

変った P. ostreatus があるととを p 自分はよく ):11っている。とのTJf色 J主傘がDi4 き，生~以ずる

につれて?7(tr~に槌せて，逢には1定例色になる"と。また氏は“ P. ostreatus は英国では nn

から 12 月に生える晩秋の苛である。米国では 8~12 )J に生える円とも記している。また r， o右-

477~489 nに Fig. 177~9 の 3 図をJEJけ、ているが， そのうち Fig. 199 は 11 fJ 25 日にヲミ

国で撮ったもので，その)fb~jtは三p:tí- らの IIUで見ると日本のカンタケ l乙組めて似ている。他の 2

闘は米国で 10 n 25 日にうつしたものであるがp とれらは疑もなく P. ostreatus である。

その他，茎の発注p その777き方などもカンタケとヒラタケとの泣いの一つで、あるが，カンタ

ケと P. sρodoleucus とはとの点で、はー王&している。

以上カンタケ・ヒラグケに関する子f王者・らの観察と ， P. ostreatus, P. spodoleucus に関す

る収枝の交献とをとよじ段， 考出白書J;月L :J!tがカンタケと P. sρodoleucus の"己故との li\Jには

2p3 の不一致点があるが， ζれらはイilJ;tしも観察の不利;によって，起りうべき性民のものであ

ると f同町し，カンタケ l乙対L して P. sρodoleucus (Fn.) Qu止L. のぞi をあてるととにした。 と

れら 2 ， 3 の疑点に対しては今後の検討をJ1J] したい。

最後に P. ostreatus について BUL1ÆJt の観察をみると， 欧州で P. ostreatus 又は oyster

mushroom と 11予ぶ茸は必歩しも純粋vHÆではなく，他の近似の Pleuretus 例えば P.

sρodoleucus ÇI_)虫11 きもむをìW ， i] しているかの広があり，とれらにつし、ては欧米菌学;X-が我々と

)"J じは方でJ1I検されるととを希望するもりである。
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During the cold season, from late autumn to middle winter , there grows a 
winter lovin.~ mushroom or winter Pleurotus on dead beech trunks at the 
mountain region of the north Honsyu in J apan. 1 t is said to be one of the b巴st
mushrooms for the table. The fruitbodies usuaIIy begin to develop about the 

season when the first snow fa l1s , and grow up very slowly or retard their 

growth until the spring comming. In gene1'al appearance especiaIly at the ea1'ly 

stage of development , this winte1' Pleurotus is ve1'y like to some of Tricholoma 
as T. humosum or T. aggregatum. It , however, becomes to 1'esemble so much 
to P. ostreatus at matu1'ity , as sca1'cely be distinguishable f1'om the oyste1' 

Pleurotus. The w1'ite1's have a question whethe1' this winte1' Pleurotus is 
diffe1'ent f1'om P. ostreatus 01' is me1'ely a winte1' fo1'm of the latte1' species. In 

o1'de1' to solve this question , the w1'ite1's have gathe1'ed nine st1'ains of cultures 

of these two Pleuroti f1'om va1'ious localities , and carried out the compa1'ativ巴

cultu1'al expe1'iments. On the othe1' hand , the pola1'ity of the basidiospo1'es of 
both Pleuroti has been studied by NAGAI and his co11abo1'ato1's. 

F1'om the result of these expe1'iments , the w1'ite1's came to the conc1usion 
that the winte1' Pleurotus is to be rega1'cled as a species diffe1'ent f1'om P. 
ostreatus, a r:cl it shoulcl be 1'eferrecl to P. sρodoleucus (FH..) Qll}:L. , an European 
species, although the1'e we1'e some clisagreements between the w1'ite1"s obse1'vation 
on Japanese species ancl the clesc1'iption of P. sρodoleucus hitherto w1'itten. 

Pleurotus sρodoleucus (Fnm~) Q (if;LE 'J', Champ. Jura Vosg. , 1 : 78 (1872)ｭ

GrLLE 'l', Champ. F r., 345 (l878)-SACCAHI附， SylI. Fung. , 5 : 349 (1887)-RrCKEN , 

Blätte1'p. , 447 (1913) - Bm;s.UloLA , Iconogr. Myc. , ¥1 : 289 (1927) -K<L¥�1"¥]) et 
MMJBLANC , Icon. Se1. Fung. , 4 ・ 305 ， (1925). Agaricus sρodoleusus FWES , Syst. 
Myc. , 1 : 182 (1821) Pleurotus ostreatus Auct. plur., pr. p. ? 

Fruitbocly densely caespitose, 10-20 individuals being ve1'y compactly united 
at the base of stem (fruitbody of P. ostreatus 1'ather imb1'icate). Pileus 

o1'bicula1', hemisphe1'ical at fi1'st , which is cla1'k blackish indigo at fi 1'st , ancl then 
suborbicular , spathulate 01' flabeIlate , but almost never late1'a1. Colo1' of the 
pileus becoming bluish gray (Vinaceous gray 01' Purple d1'ab) in middle stage of 
g1'owth , finaIIy pale mouse g1'ay to alutaceous after the blue tint fading out. 
Lamellae deeply clecurrent , often anastomosed , Vinaceous gray or Pu1'ple d1'ab 
when young , then discolo1'c1, anc1 finally becoming almost whitish , but always 
the faint g1'ayﾌ>:h tint discernible wnen compa1'ed with those of P. ostreatus 
(1amellae of P. ostreatus a1'e white 01' yeIIowidl white f1'om the fi1'st). 

Stem cent1'al 01' subcent1'al at fi1'st , then becoming excent1'ic to ext1'emely 
excent1'ic , umally long and c1istinct , ascending , without st1'igose hai1's as in P. 

ostreatus. 
Basic1ia clavate , 24~30 x 4.5~5.5μSpo1'es oblong , hyaline unde1' lens, 6.3~ 

8.8x2.4~4.2μ(7. 7~9.9x3.3~4.2μ). Color of spore print pale pinkish 01' pale 
liIac in heavy deposit , but white in thin deposit (this is perhaps same with P. 

ostreatus). Ma1'ginal cel1s on the ec1ge of gill p1'esent , with one 01' two pin head 

p1'ojections on the top, thin walled. 
Pola1'ity of the basidiospores bipola1' (while in P. ostreatus tetrapola1'). 

Interfe1'tility experiments between these two Pleuroti resulted in negative. 
Habitat: In natural condition, it usually occu1's on Fagus crenata and 

sometimes on Acer �ictum. In the forest , it g1'ows in winter , from November 
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to Apri1, though it can be formed throughout the year on the sawdust culture 
m巴dia. The oyster Pleurotus grows from June to October in Japan. 

Distribution: Europe, Japan (Honsyu: prefs. Aomori, Hukusima , and Tokyo). 
One of the disaccord in the morpho10gical character found between the 

present fungus and the description of P. sρodoleucus is the co10r of the spore 
print. Its co10r of the latter fungus is noted as pure white (KOXlIAD et MAUJ:LAXe, 
BREBADOLA) and by the fact , it is distinguishecl from P. ostreatus. 

It is strange , however, that the color of spores of P. ostreatus is said pure 
white in American literatures, and by this character, the American P. ostreatus 
is separatecl from P. sa戸dus which has pale lilac spore mass. Logically to be 

said, it is a contracliction. The writers, however , think that this contradiction 
is due to the lack of precise observation. They belie'1e that the spore maES of 
P. ostreatus ancl its '1ery a1Iied species havεa stron)只 tenclency to become lilac , 
but the pink or white coloration is not a constant characteristic enclowecl to 
inclividual specie:::. As Iloted above , the co10r of spore ma8S of the Japanese 
winter Pleurotus is white when the cleposit is thin, and pa1e 1i1ac in thick 
cleposit. The same wi11 be a180 expectecl in P. ostreatus and in P. sρodoleucus 

of Europe. 

As to the co10r of the pi1eus, there is found no record of distinct b11le co10r 
in the de8cription of P. sjうodoleucus ， whi1e , in P. ostreatus, Dr. BULf.EH decisive1y 
noticed the b1ue co10r of its young fruitbodies. He said as, "1n England, the 
pi1eus of the '1ariety with which 1 am best acquainted is beautifuI1y blue during 
the first few days of its development. but , as the pi1eus increases in size and 
becomes older , this blue co10ur gradually fades away and is rep1aced by yeIlowish 
brown." This HDT.J.KIl'S notice agrees '1ery much with our observation on th巴
Japanese winter Pleurotus. Dr. BTJI.LEJl inserted se'1era1 photographs of P. 
ostreatus in his Researches on Fungi. Among them , Fig. 197 ~8 (pp. 478 and 481 , 
vo1 1Il) are both P. ostreatus growing on a silver maple, photographed at Ithaca, 
New York on Oct. 25 , 1911. These are typically P. ostreatus for the writers. 
Fig. 199 (p. 483, '101. m) ヲ however， is supposed by the present writers as being 
very similar to the Japanese winter Pleurotus. The fruitbodies of this Figure 

were grown on a pop1ar, phつtographed at King's Heath, Birmingham, Eng1and 
on Nov. 25, 19.~2. BULr. Jう It carried out his observations on the production of spore 

c10uds by these materials during November to December. 
The 、，vriters have not noticed such a fact that the young fruitbodies of 

Japanese P. ostreatus take blue color when they grow in co1d season but whitish 
or yellowish white when they grow in warm condition. According to the writer's 
exp巴riment ， the Japanese P. ostreatus is always without the blue color from the 
first, even they grow in cold season, while the winter Pleurotus has always a 
peculiar blu巴 color c1uring the first few clays of development , e'1en grown in 

warm season as in June or August. The writers , Glerefore, ba'1e a qu己stion
that among so called oyster Pleurotus in Englanc1, there may be mixec1 Eome 
one which is similar to Japanese winter Pleurotus. 

Pleurotus ostreatus, P. saPidus in the sense of American mycology at least, 
anc1 P. sρodoleucus are very related species and sometimes are very difficult to 
b巴 distinguished. So that, the writers wish that any one in Europe anc1 America 
woulc1 have more critical in'1estigations about these three fungi from the ecologica1 
and cytologica1 stnadpoint, beside from the morphological obser'1ation, and make 
c1ear the demarcation of these c1ifficult species. 

Laboratory of Forest Mycology, 
Gov. For. Exp. Stat. , Meguro, Tokyo, Japan. 
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Explanation of Plates 

PLATE 1. Young fruitbodies of Pleurotus sρodoleucus produced on 仕le Sawdllst culture 

medium. 

A. Strain No. 17. Phot. at Tokyo , on Dec. 6, 1949. 

B. Strain No. 20. Phot. at Tokyo, on May 25 , 1951. 

C. Strain No. 20. Phot. at Tokyo, on April 14, ]949. The characteristic color of 

the gills is well shown. 

D. Strain No. 20. Phot. at Tokyo, on Dec. 13 , 1950. 

PLATE II. Mature frllitbodies of P. ゆodoleucus prodused on the sawdust culture 

medium. 

E. Strain No. 20. Phot. at Tokyo, on Dec. 6, 1949. 

F. Strain No. 17. Phot. at Tokyo, on May 25 , 1951. 

PLATE rII. Pleurotus ostreatus. 

G. Strain No. 22. The young frllitbodies produced on the sawdust cllltllre medium. 

Phot. at Tokyo , on May 25 , 1951. 

H. Clusters of frllitbodies growing on the stump of some frondose tree. Phot. at 

Tokyo. 

1. Cl11sters of fruitbodies growing on the fall巴n trunk of be巴ch. Phot. at Mt. 

Fuji , on May 15 , 1951. 

PLATE IV. A-D. Pleurotus sρodoleucus. A. Tisslle of the pileus in radial section, 
showing the cortical layer (a) and the context (b). B. Basidia. C. Spores. 

D. Marginal cells on the gill margin. (A, x400 , B-D, x1200.) 

E-F. Pleurotus ostreatus. E. Basidia. F. Spores. (x 1200) 

G. Marginal cells. (X 1200.) 



寒中の新食前カンタケについて (今関・ 1岐)

Plate I 
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plate 1I 



寒中の新食商カシタケについて {今関・土岐)

Plate 11 



Plate N 
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